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網野町区長連絡協議会 行政課題を提言書として提出 

（10/18：京丹後市、11/13：京都府） 

 ＜市へは前年同様３１項目＞ 

 市への提言は、事業の実施等による１項目減と、新規要望

として下岡地区市道への歩道設置の１項目増があり、全体で

は前年と同じ３１項目となりました。 

 坪倉会長からは、概要説明のほか、毎年（この提言に）記

載されることが当たり前にならないよう課題意識を持って

取り組んでいただきたいとの発言がありました。 

 これを受け中山市長は、「予算を確保し、できることから

着実に進めていきたい。緊急的なことも対応していくので、

絶えず言っていただきたい」と回答されました。 

＜府へは前年比１項目増の１０項目＞ 

 府への提言は、新規に島津地区府道交差点の拡幅の

１項目を追加し、全体では１０項目となりました。坪

倉会長からは、提言により事業化していただいたこと

へのお礼と、引き続き未着手項目の事業化がお願いさ

れました。また、この日は森口府議会議員、地元在住

の市議会議員（谷津議員、鳴海議員、吉岡議員）が同

席し、提言内容の実現に向け助言いただきました。 

 これを受け市原所長は、「どの項目も前向きに検討

していきたい」と回答されました。 写真：左から松本会計、奥野副会長、坪倉会長、 

市原所長、 森口府議、谷津市議、鳴海市議、吉岡市議      

 網野町区長連絡協議会では、毎年、「網野町域における行政課題」を整理し、市及び

府に提言書として提出しています。 

 今年度も、１０月１８日に中山市長、１１月１３日に市原京都府丹後土木事務所長を

協議会３役が訪問し、坪倉睦男会長から直接手渡されました。 

中山市長に提言書を手渡す坪倉会長   

 おにぎりフェス開催！～郷シンコミ協議会～ 

 １１月１０日、“郷の収穫祭”をテーマとした郷シンコミ

協議会主催のイベント「おにぎりフェス」が網野教育会館

で開催され、 郷地域の方を対象に、地元でとれたお米で

作った限定１００食のおにぎりが無料で配布されました。 

 参加者は丹後の塩で作ったシンプルな塩にぎりと、色々

な味が楽しめる具入りおにぎりを、特製の豚汁と一緒に味

わいました。 

 当日は網野中学校吹奏楽部の演奏や豆つまみゲーム等の

ゲームコーナーも開催され、子どもからご高齢の方まで、

たくさんの地域住民の方々で賑わいました。 

裏面もご覧ください。      



網野町の人口(人) 

 R６.9末 R６.10末 前月比 

0～14歳 1,030 1,033 +3 

15～64歳 5,926 5,910 -16 

65歳～ 4,645 4,640 -5 

 合計 11,601 11,583 -18 

競り人の声、市場に響く～ずわいがに漁解禁～ 

 

 １１月９日、冬の味覚の王様ずわいがに漁が始ま

り、浅茂川漁港の網野地方卸売市場では初競りが行わ

れました。 

 例年初競りは１１月６日の解禁日に合わせて行われ

ますが、今年は悪天候で海が荒れたことにより操業で

きず、２７年ぶりに延期となりました。 

 この日は、前日から１日操業で漁獲したオス７４７

匹、メス７，０１３匹（京都府漁協発表）が大きさや

状態ごとに選別されると、競り人の威勢のよい掛け声

とともに次々と競り落とされていました。  

 ９月２８日(土)、琴引浜鳴き砂文化館で、京丹後市

生活環境課主催の海ごみの学習会が行われました。 

 文化館の田茂井秀明館長を講師に、国の天然記念物

及び名勝である琴引の海を守り、未来へ繋いでいくた

めに「今」できることを考えました。 

 学習会のあとは、琴引浜の貝殻をつかったフォトフ

レーム作りを行い、その後文化館の展示品を見学しま

した。 

海ごみの学習会 

 ～ふるさとの海と海岸ごみのお話～ 


